
平成 23 年度第 1 回 史跡・建築部会（合同開催）  

会議録（要旨） 
 

1、 日  時：平成 23 年 9 月 2 日（金） １3 時 30 分～16 時 30 分 
 
2、場  所：桜の馬場 城彩苑 多目的交流室 
 
3、出席委員：田中史跡部会長、斎藤建築部会長 

伊東委員、今村委員、北野委員、高瀬委員（山尾委員 欠席）     

 
4 審議事項             

（１） 馬具櫓石垣保存修理工事について 
（２） 馬具櫓及び続塀復元整備について 
（３） 頬当御門詰所建替について 
（４） 平左衛門丸塀復元整備に伴う諸問題の検討 

 
5 現地指導 

 
6 審議内容 
（１）馬具櫓石垣保存修理工事について 

○ 事務局説明 

・ 図面及び写真により工事完了報告を行う。 

○ 委員からのご意見 

・ 今後の工事において、監理体制をきちんとするよう指導を受ける。 

 

（２）馬具櫓復元整備及び続塀復元整備について 

○ 事務局説明 

・ 第 3回目国復元検討委員会資料（Ｈ24.7.29開催）において座長預かりの承認を

いただいたことを報告し、追加検討事項に対する資料を説明する。 

○ 審議結果 

・ 審議いただいた意見を踏まえた国復元検討委員会座長説明資料を提出すること

に対して、了承をいただいた。 

 

（３）頬当御門詰所建替計画について 

○ 事務局説明 

・ 白蟻被害による損傷が激しい現在の詰所の建替計画案を提出し、意見をいただく。 

○ 委員からのご意見 

・ 損傷が激しいから建替えるという場当たり的な考えではなく、発掘調査をきちん

として、頬当御門や番所2つを本格復元するなど、根本的に考える必要がある。 

○ 審議結果を受けて（事務局報告） 
・ 審議いただいた意見を踏まえ、次回以降で改正案を説明することで了承をいただ

いた。 
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（４）平左衛門丸塀復元整備について 

○ 事務局説明 

・ 平左衛門丸塀に関する復元根拠資料（絵図・古写真等）の説明を行う。 

○ 審議結果 

・ 次回遺構調査の状況報告を含めた国復元検討委員会資料案を提示し、審議いただ

くことを了承いただく。 

 

 （５）その他    

○ 現地指導 

・ 平左衛門丸の既存塀解体後の石垣状況を確認いただく。 

○ 委員からのご意見 

・ 当初計画の南面のみの解体修理でなく、北面についても部分解体修理が必要との

ご指導をいただく。 

○ 現地指導を受けて（事務局報告） 

・ 北面石垣の測量設計を実施し、次回以降の史跡部会で審議いただくことで了承を

いただく。 

 

 

  
 


